養老令と天聖令の概要比較 by 服部,一隆
古代学研究所紀要　第15号
養老令と天聖令の概要比較
服　部　一　隆
はじめに
　律令法は律令格式という成文法をもっ法体系として階唐期の中国において完成し、特に令法典は支
配の手段として東アジア世界に大きな影響を与えた。
　日本の古代国家は中国と同じく律令制を基本としていたため、その支配構造を明らかにするために
は、手本とした唐令との比較が必要となる。
　従来唐令は『唐令拾遣』『唐令拾遺補』によって復原されていたがω、逸文を収集したものであるた
め、復原条文の全体における割合と配列が不明であった。これを補うのが近年発見された北宋代の令
法典『天聖令』である②。『天聖令』は全編目の後半3分の1が残存しており、前半に現行法である宋
令を、後半に現行法でない不行唐令（開元25年令）を配列している。唐令を基礎として作成されてい
ることから、条文数の増減が無く、宋令・不行唐令のなかでは配列が変更されていない可能性が高い。
したがって『天聖令』からは、条数・配列がほぼ正確な開元25年令を窺うことができるのである（3）。
　2006年の全文公開以後、『天聖令』を使用した日唐令比較は各編目についての研究が進展しつつあ
る。ところが、編目によっては唐令復原が困難なこともあり、全体を見通した比較にはまだ印象論に
とどまっているものが多い。このような現状において、前稿では「唐令継受における編目ごとの特徴」
を客観化するために宋令・不行唐令・養老令の条文数の特徴を数値化したが、個別条文における継受
傾向の検討には至らなかった。
　そこで本稿では、残存している日本令である養老令と『天聖令』の概要比較を行い、それを数値化
することによって大まかな傾向を明らかにしてみたい。
1　編目別の比較の方法
　全文公開によって、『天聖令』には養老令のほぼ全ての条文に対応する条文が存在することが明らか
となった。従来逸文からの復原唐令しか検討できなかったことを考えれば、『天聖令』残存編目に限る
が、日唐令は全条文にわたる格段に精緻な比較が可能になったのである。
　日唐令の比較には、直接の継受関係があるとされる永徽令と大宝令を用いることが理想であるが、
両者ともに逸文でしか残存していない（4）。唐令では永徽令と開元令などとの、日本令では大宝令と養
老令との、比較がそれぞれなされているが、逸文に依っているためその異同が判明するのはわずかな
部分に限られていた⑤。
　ところが『天聖令』を検討してみると、養老令の対応条文があるだけでなく、対応する字句も存在
することが多く、両者は想定以上に類似していることが明らかとなった。このような現状では、『天聖
令』と養老令の概要を比較し、大まかな傾向を明らかにしてから、微細な点にっいて修正を加えてい
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くというのが最も効率的である。
　養老令と『天聖令』の比較に当たって、①養老令は日本思想大系『律令』の令文を、『天聖令』は『天
聖令校証』の清本を使用し、②養老令の配列を基準として対応する『天聖令』と対照し、③養老令と
共通する字句が『天聖令』に存在する条文ごとの割合を調査し、編目別にまとめる（6）。なお、『天聖令』
に存在して養老令に存在しない条文は多いが、養老令と直接比較の対象とならないため、検討は省略
する。
　具体的には養老令に対応する『天聖令』条文を、宋令・不行唐令内での順番をなるべく変更しない
ように並べ、①『天聖令』に養老令の字句の大半が含まれるものを「◎」、②『天聖令』に養老令と明
確に対応する複数の句が含まれるものを「○」、③『天聖令』に養老令と同一の字句を含むものを「△」、
④配列と内容の対応により『天聖令』と養老令との関連が窺われるものを「▲」、⑤養老令に対応する
『天聖令』が認められないもの（独自条文）を「☆」として、それぞれの条数を記し、これを継受傾
向と呼ぶ。さらに編目別に〔（◎の数＋○の数）÷養老令条数〕の百分率の値を養老令が唐令の内容
を継受した度合いを示すものと判断して継受度と呼ぶ。
　なお、本稿では養老令と『天聖令』を同一基準に依って条文比較するため、考証が必要な唐令復原
等の処理は原則として実施しておらず、比較も簡略化している。各編目における個別の検討結果は本
稿末尾の表2～13に記した。
　行論の都合上、前稿で検討した項目である、宋（『天聖令』宋令条数）、唐（『天聖令』不行唐令条数）、
計（宋＋唐）、養（養老令条数）、独（養老令のうち『天聖令』に対応条文が確認できないもの）、不行
唐令率（〔唐÷計〕の百分率）、継受率（〔養÷計〕の百分率）を併記しておく。
　検討の前に全体の平均値を示しておくと、宋24．4、唐18．4、計42．8、養老28．3、独自1．17、不行
唐令率43％、継受率66％、継受度73％となり、各編目においてこれらの数値との相違が検討対象と
なるため、特に後半の三項目については個別数値の後に（）に入れて補記した。なお、上記の数値
については、表1に整理した。
2　編目別の継受傾向
　21田令（表2）
　　宋7唐49計56養37独2不行唐令率88％（43）継受率66％（66）継受度65％（73）
　　　継受傾向37条◎13011△8　▲3　☆2
　不行唐令率は非常に高く、継受率は標準であり、継受度はやや低い。独自条文は養老11公田・12
賜田の2条であり、養老10条までがひとまとまりの条文ととらえられていたとの指摘がありく7）、両条
が制定された意義にっいても検討が始められている（8）。配列変更が確実なのは唐33の京官文武職事官
への職分田であり、養老5の大臣・大納言への職分田として、位田・功田の間に移動されている。ま
た宋2は養老16に対応するが、唐令では唐6・7の間に移動されているのという説が有力である（9）。
　なお、養老31の「職分田」は大宝令では「公癖田」であり、養老36・37の「官田」は大宝令では
「屯田jと、『天聖令』と共通する字句を使用している。
　以上をまとめると、①公田（養老11）・賜田（養老12）が日本独自の条文であり、②日本令には「班
田」という唐令にみられない規定が存在しており、③大宝令が唐令の「公癖田」「屯田」の字句を使用
して養老令で「職分田」「官田」と改めたという3点以外は、養老令条文の要素は概ね『天聖令』に含
まれているとみてよいであろう。
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　22賦役令（表3）
　　宋23唐27計50養39独4不行唐令率54％（43）継受率78％（66）継受度71％（73）
　　　継受傾向　39条　◎16012△7　▲0　☆4
　不行唐令率・継受率ともにやや高く、継受度は標準である。独自条文で特徴的なのは養老令の37
雑揺・38仕丁・39斐陀国の規定が編目の末尾に作成されており、これらの条文は大宝令時に作成され
たと想定されている（10）。その他、養老6義倉条も独自条文である。配列については、養老令の1～5
条にあたる冒頭部分がかなり異なっており、改変が多い編目との指摘がある（11）。その他養老令で目立
つ独自規定は1調絹細条における品目についてである。配列が大きく変わっているのは、唐22・24
の歳役に関する条文が養老4の箇所に移動されている部分で、何らかの意味づけの変更が想定でき、
養老4歳役条は元来全員から庸を取る規定であるとする説が有力である（12）。
　これらを要するに、養老令1～5に当たる部分に改変が多く、特に『天聖令』では後半に位置した
歳役関係の条文が前半に移動されていること、養老6の義倉条および37雑樒・38仕丁・39斐陀国が
独自に規定されているほかは、養老令の規定はほぼ『天聖令』に含まれていると考えてよいであろう。
　23倉庫令（表4）
　　宋24　唐22　計46養22独2　不行唐令率48％（43）継受率48％（66）継受度69％（73）
　　　継受傾向　16条◎5　06　△3　▲0　☆2
　不行唐令率は標準で、継受率は低く、継受度は若干低い。逸文によって復原されているのは16条で
あるが、『令集解』目録により全22条であると考えられる。日本令には調庸の収納倉庫を表す「蔵」
が規定されていた（13）。
　独自条文は従来の復原研究に依れば〈15＞割取交易物直条・〈16＞有人従庫蔵出条と考えられるが、
編目全体が逸文から復原されているため、配列の問題も含めて、さらなる検討が必要であろう。
　全体としては独自条文と思われる2条および「蔵」に関する規定以外は養老令条文の主要部分は『天
聖令』に含まれていると想定できる。逸文に依るため上記の数値は正確なものではない。
　24厩牧令（表5）
　　宋15唐35計50養28独2不行唐令率70％（43）継受率56％（66）継受度53％（73）
　　　継受傾向28条◎6　010△12▲1　☆1
　不行唐令率は高く、継受率はやや低い。継受度は非常に低い。独自条文は、12須校印であり、配列
変更は、養老4・5が唐2・1に対応するという逆順になり、養老14・15の駅制に関する規定が、唐
32・33に対応する。唐34・35と宋15はどこに入れるべきか確証はないが、内容が駅伝制に関連する
ことから唐21の後に配列しておく（14）。
　養老6の馬牛の増殖に関する規定が唐6・7、養老10の馬牛の校印規定が唐11・15条のそれぞれ
2箇所と対応している。養老令は唐令からかなり省略されており、対応条文が存在しても唐令と異な
る規定が多い。
　駅伝関係条文の検討によれば、日本令は唐令継受に当たって取捨選択しており、交通手段・財源が
一元化され、軍事的な規定が継受されていないという（15）。
　全体的に見れば、ほぼ全ての養老令条文に対応する『天聖令』条文が存在するが、継受度が低いこ
とからも判るように、規定内容はかなり相違する点があるといえる。
　25関市令（表6）
　　宋18唐9計27養20独0不行唐令率33％（43）継受率74％（66）継受度80％（73）
　　　継受傾向20条◎7　09　△4　▲0　☆0
一35・
養老令と天聖令の概要比較（服部一隆）
　不行唐令率は低く、継受率はやや高い。継受度もやや高い。日本の状況に合わせて、いくつかの条
文を継受していないとされる㈹。
　　独自条文、配列変更ともにない。養老令の規定は『天聖令』条文にほぼ含まれると言ってよい。
　25（附）捕亡令（表7）
　　宋9唐7計16養15独0不行唐令率56％（43）継受率93％（66）継受度93％（73）
　　　継受傾向　15条　◎1103　△1　▲0　☆0
　不行唐令率はやや高く、継受率・継受度ともに非常に高い。
　　独自条文はなく、配列変更もない。唐1以外は全ての条文を継受しており、養老令条文の内容は、
ほぼ『天聖令』条文に存在していると言ってよい。
　26医疾令（表8）
　　宋13、唐22計35養27独0不行唐令率63％（43）継受率77％（66）継受度77％（73）
　　　継受傾向　27条　◎12　09　△6　▲0　☆0
　不行唐令率は高く、継受率はやや高い。継受度は若干高い。本編目は逸文しか存在しないが、『令集
解』目録によれば、養老令は27条である。条文の判明部分によれば、独自条文はない。養老令の配列
は『政事要略』の引用順により一部復原でき（表8の〈1＞～〈19＞）、『天聖令』との矛盾はない。養
老1・2条が『天聖令』宋令2・1条に対応する。
　令の構成、表現・字句は細部にいたるまで一致しており、日本令は唐令をそのまま継受し、独自条
文は存在せず、宋令で医針学とあるのは唐令では養老令と同様に医針生であると想定でき、冒頭部分
も唐令は養老令と同一であるとする説があるく17）。
　逸文から復原されているので確実なことは言えないが、養老令に存在する要素はほぼ『天聖令』に
あると言ってよい。上記の数値も正確なものではない。
　26（附）仮寧令（表9）
　　宋23唐6　計29養13独0　不行唐令率21％（43）　継受率45％（66）継受度79％（73）
　　　継受傾向　13条　◎8　03　△3　▲0　☆0
　不行唐令率・継受率ともに低く、継受度は若干高い。唐の仮寧制度を官人の政務運営に関わる規定
として継受しており、個人の礼に関わる規定は削除する傾向があるとされているく18）。
　独自条文・配列変更ともにない。養老令条文はかなり『天聖令』と共通しているが、省略されてい
る条文が多い。
　27獄官令（表10）
　　宋59唐12計71養63独1不行唐令率17％（43）継受率89％（66）継受度83％（73）
　　　継受傾向63条◎33019△9　▲1　☆1
　不行唐令率は非常に低く、継受率は非常に高い。継受度はやや高い。
　独自条文は養老55応給衣粗であり、配列変更は宋49・50の杖答に関する規定が養老42・41という
末尾の条文に1頂序を入れ替えて対応している。これ以外の養老令規定はほぼ『天聖令』に存在する。
　28営繕令（表ll）
　　宋28唐4計32養17独0不行唐令率13％（43）継受率53％（66）継受度94％（73）
　　　継受傾向17条◎9　07　△0　▲1　☆0
　不行唐令率は非常に低く、継受率はやや低い。継受度は非常に高い。唐令からの継受が少ない理由
について、日本令制定時には地方における大規模造営が少なく、制度や技術段階が異なっているため
継受されなかったとされる（19）。独自条文・配列変更ともにない。養老令のほぼ全ての内容が『天聖令』
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で確認できるが、多くの条文が削除されている。
　29喪葬令（表12）
　　宋33唐5計38養17独0不行唐令率13％（43）継受率45％（66）継受度59％（73）
　　　継受傾向17条◎4　06　△5　▲1　☆0
　不行唐令率は非常に低く、継受率も低い。継受度は非常に低い。独自条文は、養老11皇親及五位以
上と考えられる。
　日本令は唐令をほぼそのまま引き写して作成され、養老11の対応唐令は存在するという説もある。
（2°）。配列変更はない。養老令と対応する『天聖令』条文は存在するが、条文・内容は大幅に省略され、
独自規定に変更されているものが多い。
　30雑令（表13）
　　宋41唐23計64養41独2不行唐令率36％（43）継受率64％（66）継受度54％（73）
　　　継受傾向41条◎12010△11▲6　☆2
　不行唐令率は低く、継受率は標準的であり、継受度は非常に低い。
　独自条文は、養老40諸節日・41大射者であり、末尾条文群と位置づけられている（21）。日本令は唐
令の条文配列を踏襲し、特殊技術生や雑任に関わる規定を継受していないとされる（22）。配列変更はな
い。養老令の規定は『天聖令』に対応するものが確認されるが、条文・内容ともにかなり省略されて
いる。
3　編目ごとの傾向と唐令継受の方法
　上記について表1および下図によって整理してみる。
　独自条文がある編目のうち、賦役・雑には末尾条文群が、田にも区切りの後に付された規定がある。
これらは大宝令にも存在したと考えられ、浄御原令との関係を検討する必要があるだろう。
　天聖令全条文における唐令の割合（不行唐令率）は平均43％で宋令の方がやや多い。グループ分け
すると、田・厩牧・医疾が60％以上、捕亡・賦役・倉庫が50％前後、雑令・関市令が30％台、仮寧・
獄（官）・営繕・喪葬は20％以下となる。不行唐令率が高いと唐令の復原精度も上がり、日本令との比
較研究もしやすいが、宋令も唐令と同様である条文も多く、比較が可能である場合も多い。
　日本令の唐令継受率（養老令条文数÷『天聖令』条文数）は平均66％で、捕亡・獄（官）が90％前後、
賦役・医疾・関市・田・雑が70～60％、厩牧・営繕・倉庫・仮寧・喪葬は50％前後と分類できる。本
項目は、唐令のうちどの程度の条数を養老令にとり入れたかの指標となる。
　養老令の唐令継受度（〔継受傾向◎○の数〕÷養老令条文数）は平均73％である。分類すると、営
繕・捕亡が90％台、獄（官）・関市・仮寧・医疾は80％前後、賦役・倉庫・田が70％前後、喪葬・雑・
厩牧は50％台となる。この値は、養老令条文に『天聖令』条文とどの程度共通性があるか、端的に言
えば、養老令が唐令の内容をどの程度引き写しているかを示すといってよい。なお、『天聖令』は唐令
から改変されている部分もあるので、実際の唐令継受度が、これよりも上がることは確実である。
　これらは個別の項目を検討してもわかりにくいので、唐令継受度を縦軸に、唐令継受率を横軸にし
て図示すると次ページの通りである（図1）。倉庫・医疾は逸文のため不正確であり、復原唐令に基づ
けば、分布は全体として右上に移動すると想定される。
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図1編目別の唐令継受傾向
30％　　40％　　50％　　60％　　70％　　80％
　　唐令継受率（継受条文数の割合）
　それではこのような傾向から何が判るのだろうか。まず、唐令継受度が高いものについては、その
類似が永徽令から大宝令への継受段階にさかのぼる可能性が高い。つまり永徽令の条文は唐日令に引
き継がれ、以後それほどの変化がなかったということになる。さらに『天聖令』が唐令から改変され
ていることを考慮すると、この部分は上記以上に増えることとなるであろう。
　つぎに、唐令継受度が低いものと独自条文からは何が言えるだろうか。ここで注意したいのは、日
本令で独自規定を作成する際も唐令条文を改変して盛り込む場合が大半を占めることである。田令の
班田や雑令26・27の進薪などは、日本の独自規定と考えられるが唐令の改変によって規定されている
顕著な例である。つまり唐令を継受した条文でも内容が同じとは限らないことになる。
　独自条文を作成するのは、唐令条文の改変によって新規定が盛り込めない場合に限定されているよ
うで、例えば賦役令（37雑樒・38仕丁・39斐陀国）や雑令（40節日・41大射）に存在する末尾条文
群や、条文のまとまりの後に作成された田令（11公田・12賜田）などが挙げられる。
　つまり、日本令の独自規定は、唐令の改変によって盛り込まれるのが大半で、それが不可能な場合
にのみ独自条文の作成によって規定されているということになる。ただし独自規定としているものも
他編目の唐令を継受したり、格式などを利用した可能性があるので検討が必要であろう。
　また、本稿では検討しなかったが、削除部分についても検討が必要である。これを「選択的継受」
と評価したり、独自性を創出したとする意見もあるからである（23）。
　以上養老令と『天聖令』の概要比較によって明らかになる部分を論じてきた。今後は復原唐令との
一字一句の比較検討、法の内容に踏みこんだ研究が必要となる。そこから大宝令制定における唐令継
受や浄御原令段階における法制などにも迫ることが可能になるであろう。
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表1　天聖令と養老令の比較
△ 思 慈
21 7 49 56 37 2 88％ 66％ 65％
∠22 23 27 50 39 4 54 7 71
23 24 22 46 222 4 48 69
24 15 35 5028 2 70 56 53％
25 18 9 27 20 0 33 74％ 80％
25＊ 亡 9 7 16 15 0 56 93 93
26 13 22 35 27 0 63 77 77
26＊ 23 6 29 13 0 21 45 79
27一　8占 59 12 71 63 1 17％ 89％ 83
28 28 4 32 17 0 13％ 53 94％
29 33 5 38 17 0 13 45 59
30　△ 41 23 64 41 3 36 64 54
合計 293 221 514339 14
平均値 24．4218．42 42．832 ．25L17 43％ 66 73
最大値 59 49 71 63 4 88 93 94
最小値 7 4 16 13 0 13 45 53
　田令
賦役令
倉庫令
厩牧令
関市令
捕亡令
医疾令
仮寧令
獄官令
営繕令
喪葬令
　雑令
養老令独自条文数
　田令
賦役令
倉庫令
厩牧令
関市令
捕亡令
医疾令
仮寧令
獄官令
営繕令
喪葬令
　雑令
唐令継受率
50％
〔凡例〕
巻…『天聖令』の巻数　＊は附編
編目…『天聖令』の編目名
宋令…『天聖令』宋令の条文数
唐令…『天聖令』不行唐令の条文数
計…宋令＋唐令の値
養老…養老令の条文数
独自…養老令における独自条文数
唐令率…唐令÷計の値（不行唐令率）
継受率…養老÷計の値（唐令継受率）
継受度…継受条数÷養老の値
　　　　　　　　　　（唐令継受率）
合計…上記条文数の合計
平均値…上記数値の平均値
最大値…上記数値の最大値
最小値…上記数値の最小値
　田令
賦役令
倉庫令
厩牧令
関市令
捕亡令
医疾令
仮寧令
獄官令
営繕令
喪葬令
　雑令
不行唐令率
50％
　田令
賦役令
倉庫令
厩牧令
関市令
捕亡令
医疾令
仮寧令
獄官令
営繕令
喪葬令
　雑令
唐令継受度
50％
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表221田令の継受傾向 雁、 感 、 悪
1 1 1 田長 △ 1 諦絹絶 △
3 2 2 ? 1 1・2 2 近 ○
1 2 3 3 一　物 ○
2 22 4
3 3 3 口分 ○ 24 5 4 歳役 ○
4 1 8 5 計帳 △
5 4 4 立田 △ 6 義倉 ☆
33 31 5 ∠田 △ 2 1 7 土毛 △
6 5 6 功田 ▲ 4
7 7 5
8 8 7 非土人 ○ 3
9 9 8 官立　免
? 6
10 10 9 応省立田 O 7 10 8 戸 △
11 ll 10応処功 ○ 8 11 9 0
12 4
11 公田 ☆ 5 12 10辺遠 ◎
12賜田 ☆ 6 13 11錫符 ◎
13 12 13 O 9 14 12春 O
14 13 14 0 10 13口　仏 O
15 11 15 14 o
16 14 15 地 ▲ 12 16・17・1815没落外
?
2 6 16 、　　、 △ 13 16 還 ○
17 15 7 19 17 1　、 O
18 16・1717宅地 ○ 8 20
19 18 14 20 18＝立以上 o
20 19 18王事 ◎ 15 21 19 人史生 △
21 20 19 ○ 16 23 20除　未、 O
22 21 20’　近 0 17
23 21六　一 ○ 18
24 22還公田 ◎ 19 補2 21免碁年　役 ○
2522・23・132 ? ◎ 20 24・26
26 23 24? O 21 22雇役丁 △
27 25ホ錯 O 9前 2428 24 9編 25 23 o
3 補2 26虐人百姓
?
10 5
29 25 27由戸奴女 ○ 23 24丁匠賦役 ◎
4 26 28
’a、 O ll 25 ◎
30 27 29 O 12
5 28 30競田 0 13 26ノ ○
31 14 27営造
?
32 29 15 28丁　在∠遭父母゜ ○
6 30 31 ≡　1ゴ　　∠ △ 16 29 一 ○
34 32 32 百　∠田 △ 17
35 33 33 ? △ 18 30 ・・?ﾍ O7 34・3534在外諸司 ○ 19 31丁匠往来 ○36 3 ∠
37 35 古　至 ▲ 21 33昼　　止 ○
38 36 25
39 37 36置官田 △ 26
40 37役丁 ○ 22 34車牛人力
?
27 27 35謁献物 ○41～
S9 23 3 36・。物 △
37 ☆37条◎13011△8▲3☆2
凾Qとしたのは他編目の方針と合わせた
桾煤u日唐田令の比較と大宝令」
38仕T ☆39斐陀国 ☆
表322賦役令の継受傾向
39条◎16012△7▲0☆4
大津「唐日賦役令の構造と特色」
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表423倉庫令の継受傾向（参考）
宋 拾遺 、 条文名（養） 継思
1 〈1＞ 倉於高燥処 0
2 1 〈2＞ 泌地
?
3 3
1 3・6 〈7＞ 丁 ○
2 1
4
3
4 3
〈3＞ ‘ム ○5 補2 〈4＞ 大　　ム △
5 2
6 参3
6 参2
7
8 7 ?
7
9 ?
10 ?
8
9 4
10
11
12 〈13＞ 欠　出 ○
13
14 ?
15 〈5＞ 倉　　用 ◎
16
17 〈11＞ 文　孔目 ◎
18 〈6＞ 蔵丁　　物 ◎
19 〈12＞ 蔵普納 ◎
20 〈14＞ 欠　古物 ◎
11 ?
21
22
23
24 〈8＞ 公文 △
12 〈9＞ 在京倉蔵巡察 △
13 〈10＞ 調　物応送京 ○
14
15参4
16参4
17
18
19
20 ?
21参5
22参6
〈15＞ 割取交易　宙 ☆
〈16》 人　庫蔵出 ☆
＊…令文の存在が想定される条
16条◎506△3▲0☆2
武井「日本古代倉庫制度の構造とその特質」
表524厩牧令の継受傾向
宋 唐 拾遺 養 文名（養 継受
1 1 1 厩細馬 △
2 2
3 3 2 馬戸∠番 ▲
4
5 3 古 ○
2 4 牧馬帳 △
1 4 5 牧毎 △
3
4
5 5
6 6 牧牝馬 ◎
6
7 6＊
8 6 7 毎　駒 △
9 7 8 死 ◎
10 8 9 失馬牛 ○
11 9 10 駒 △
12
13
14
15 10＊ △
7
16
17
18
19
8 11 牧地 ◎
12 ☆
20 13 馬応堪 △
32 10 14 駅 ○
33 11 15 各 △
34
35
15
21 13 16 駅馬 △
11 14 17 水駅 △
12 18 乗駅 ○
22 17 19 軍団虐馬 ○
23 18 20 ○
9 21 公使乗駅 △
24
25
26 22 一馬 ○
27
10 19 23 ○
28 20 24 遣物 0
29 25 古私馬牛 ○
30
31 26 官馬牛 △
13 21 27 因公事 ◎
14 23 28 虚 ◎
　　28条◎6010△12▲1☆1
　『天聖令校証』
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表625関市令の継受傾向 吟　　　　　　刷雲凶1ヲUJ、〃勺ノ
｛ 、 文 覇　思 ｛ 拾’ ！ 、 文 覇　思
1 1 1沿度関 ○ 2 補1 1 〈1＞ 士 ○
1 1 2 〈2＞ 生等取’。及世’ △
2 ∠一 ? 3 8 3 3 、生9 o2 2 3 行人度 △ 4 2 4 〈4＞ 針生　入学 ◎
3 4 、 ○ 1 6 5 5 生　’ 0
4 5 6 〈6＞ 医針生言古方
?
5 3 2 3 7 〈7＞ 医針生考試 ◎
2 5 上κ o 3 7 8 8 生 o
3 6 9 〈9＞ 自学’　　療 △
4 4 10 〈10＞ 針生 ○
5 5 11 〈ll 、 o
6 補1 6 弓、 △ 6 補2 12 〈12＞ 定針自考 ◎
6 2 7 O 7 3 13 13 針生選，、 ○
7 8 肯司 ○ 8 補4 14 〈14＞ 摩呪林生学’ ◎
8 4 9 林物 ○ 7 15 〈15＞ 針生等不∠雑使 O
7 9 9 16 16 △
9 10 ? ◎ 8 △
8 6 11市恒 ○ 10 17
〈24＞ 五位以上病患 △
10 7 12 立、 0 ll 5 18 21 ’　　収’ o
11 8 13尚私交 ◎ 12 5 19 〈20＞ ? ○
9 9 14」占 宴?@4 ○ 13 6 20 22 ハ自 O
12 10 15用称 ◎ 9 ×
13 11 16売奴 △ 10 1 21 〈23＞ 合稲’ △
14 12 17世 ○ 14 ×
15 18在市 △ 11 4 22 〈25＞ ’寮A　・ △
16 1319行’ ◎ 12 ×
17 5 8＊ 15 11 23
18 補3 20除虐市 0 16 24 〈26＞ 針自巡患 ○
17 ×20条◎709△9▲0☆0
g永「律令関制度の構造と特質」
@表725（附）捕亡令の継受傾向
13 25 〈17＞ 生 ○
18 26 〈18＞ 医自 ○
19 27 19 生試 ○
宋 拾’ 文　（ 慈 20 22＊
1 1 1 及征人 ◎ 21 10 24＊
2 2 2 0 22 ?
3 3 追　　人 ◎
1 27条◎1209△6▲0☆0q1＞～〈24＞まで『政事要略』に引用
ﾛ山「北宋天聖令による唐日医疾令の復原試案」4 4 亡失　人 ○
2 3 5 L捉盗 ◎
5 6 死人 O
3 7 虐私奴 ◎
4 4 8 捉逃亡 ◎
5 5 9 』亡 O
6 10逃亡奴
?
7 11 、 o
6 12訴良人 ○
7 13 ◎
8 14両 ○
9 6 15∠　遺物 △
表826医疾令の継受傾向（参考）
15条◎1103△1▲0☆0
『天聖令校証』
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表926＊仮寧令の継受傾向
宋 拾遺 文　（養） ，’座
1
2
3
1
△
1
1 給休仮 O
2 15
3 2 2 定が o
4 3
4 4
5 16
6 5
7
8 3 職事官 △
9 6
10
11 7 4 無 ○
12
13 8 5 畠 o
14 6 △
15 9 7 O
16 10 8 ｛ o
17 11 9 ? O
18
19 12
20 10由人遠 ◎
5 11請 ○
21
22 13 12外白聞 ◎
6 14 13外由　一乙 0
23
13条◎803△3▲0☆0
丸山「律令国家と仮寧制度」
表1027獄（官）令の継受傾向
宋 唐 、 文 呂
1 1 1 ? △
2 2 2 決 △
3
1 4 3 断 o
2 3
4 5 4
?
5 6 5 大 ○
6 7 6
?
3 8 7 決大 o
7
8 9 8 五位以上 △
4 10 9 死 o
9 11 10 巳流£ O
10 12 11流人科断 ◎
11 13 12配三流 △
5 14 13流　人 ◎
12 14逓送 △
13 15在路
?
14 15 16至配所 ◎
6 16 17六 ◎
15 17 18犯徒応配居’者 ○
16 18 19流z罪 ○
17 20徒流 ▲
18 1 21 人産 0
7 6 22流　人 ○
8
19 7 23 人在林 O
20 24 巳死 O
21 19 25公坐　’ △
22 26父　虐 o
23
24 27 巳　己 o
25 20 28応、 ?
26 29　虐い、V ○
27 21 30 ? ○
28 22 31 ? ○
29 23 32∠ヒ量人 ○
30 24 33止密 ○
31 34 逮1人 ○
32 25 35 獄之自 o
33 26 36 ≡　百 ○
34 37 o
35 27 38問囚 ◎
36 28 39林囚 ◎
37 2940犯罪応入 ○
38 補2 41諸司断事 ◎
9 30 42応議請減 ◎
39 31 43五、2上 ○
40 44 o
41 3 45 人　林 O
42 32 46’処　虐’ ○
43 33 47盗 △
10 8 48 巳死 o
44 34 49獄由百 ○
45 50 立記 o
46 35 51 マ獄 ○
47 43
48 36 52 死1 ○
51 37 53徳席， O
52 3854 病 o
55応　衣 ☆
53 39 56至己一 △
54
55 4 57在京、 o
56 58犯 o
11
12 59 箋”　人 o
57 60資財入古
?
58 61弁証已定 ◎
59 40 62傷損於人 ◎
50 41 △
49 42 63杖答 △
63条◎33019△9▲1☆1
『天聖令校証』
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表ll　28営繕令の継受傾向 表1229喪葬令の継受傾向
宋 唐 拾遺 養 条文名（養〉 継受 宋 唐 拾遺 養 条文名（養） 継受
1 1 1言功 o 1
2 2 1 1 先皇陵 ○
3 2 2 愚、 o 3 3
4 3 4 4 2 艮錫綜 △
5 4 3 京古三立 ○
6 4 o
5
6 4 虐在’ ○
7 5
3 私第宅 O 1
8 6 4 ’浩 o 6 8・　3 5 、　　白 ○
9 7 9 6 購物 ◎
10 1 5 ○ 8
11 ? 9 1
12 7 6 占　　、　　、
m　、 ○ 10 5
13 11
14 7 ? ▲ 12 2
15 8 O 2 10 7 由　ノ征 ○
16 13 7
1 14 11
2 9 ・　功 ○ 15 12
17 2 10瓦 o 16 13
3 17 8 親王一品 ○
4 18 14
18 3 ll京内大 ○ 19
19 4 12 道 O 3 16
20 20
21 13 虐　　、 ○ 21 17
22 14古iム、 ○ 22
23 15唐　　、z一 0 23
24 5・　6 4 9 皇 △
25 5
26 8 16近大 ○ 24 10三立£上 △
27 25 18
28 7 17堤内外 ◎ 19 11皇　及五立以上
26 20 12立 △17条◎907△0▲1☆〇
¥川「日唐営繕令の構造と特質」 27 21 13 戸 △
28
29 22 14 王 o
30
31 23 15 O
32
33 24 16 ◎
17 艮、 ▲
17条◎406△5▲1☆0
稲田「北宋天聖令による唐喪葬令復原研究の再検討」
・45一
養老令と天聖令の概要比較（服部一隆）
表1330雑令の継受傾向
、 文 感
1 1
2 2 1 度十分 ◎
3 3
4 4 2 地 △
5 5 3 量 △
6 6 4 五　　， o
7 7 5 月六 ▲
8 8
9 1 6 、 △
1 7 養生 ▲
2
9＊ 8 8 ’　玄 ○
10 9 9 ? ○
11 10 10 0
12
13
3
4
14 11 11公広 0
15 12 12 0
16 13 、 ○
17
5
18
6
7
2 14庁上　　百座 △19 15 一4???? ▲
8
9
10
11
12
20 14 16 オ △
21
13
22 15 17訴訊 ○
23 16 18 o
24 17 19ハ訟2
25 18 202轟 ○
14 19 21 、 O
26 2022 o
27 21 23 産　人 O
15 29
28
29
30 22 24皇 △
31 23 25私た △
32
33
26文一出 ▲16 27進 ▲
34 3 28｛ム’ △
35 4 29 衡還 ○36 30犯　　徴 ?
17
18
19
20
21 31由一 ○
22 24 32 △
23 33 z o
24 25 34｛ム ▲？
37 35 由 ○
38 2636 O
39 37公 ○
40 27 38’　尼 △
41 5 39 一 △
7 40 ?
28 41 ☆
41条◎12010△11▲6☆2
唐〈24＞は『天聖令校証』により推定されている
『天聖令校証』・三上「北宋天聖雑令に関する覚書」
編目別継受傾向表凡例
1．天聖令と養老令を対照し、各条文における継
受の傾向を示した
2．配列は養老令に従い、対応する天聖令の条
文（宋令・不行唐令）を配列した
3．対応する唐令拾遺（唐令拾遺補）の条文番号
を記して便宜を図った
4．特に注目すべき点はゴシック体とした
5．各表の末尾に参考文献と注意点を記した
朱…天聖令宋令の条文番号
唐…天聖令不行唐令の条文番号
拾遺…唐令拾遺（唐令拾遺補）の条文番号
養…養老令の条文番号
条文名（養）…養老令の条文名（思想大系）
継受…養老令が唐令を継受している度合い
◎…天聖令に大半の字句が含まれるもの
○…天聖令に対応する複数の句が含まれるもの
△…天聖令に同一の字句を含むもの
▲…配列・内容から関連がうかがえるもの
☆…天聖令に対応する条文がないもの
一46一
